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越後国奥山荘の基礎的研究
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　本論文では，越後国奥山荘研究の全体を俯瞰する試みを提示した。
　まず，中世における奥山荘の立地を当時の地理的状況を整理して提示し，奥山荘がおかれていた
新潟平野の状況を明らかにした。その結果，阿賀北地域で最も重要だったのは，阿賀野川の水運で
あり，湿地帯を縦横にめぐる水路網が荘園の存立基盤であったことがわかった。
　奥山荘は，東国では珍しく鎌倉時代以来の古文書を多数遺しており，鎌倉期の荘園絵図も 2 葉現
存していることから，早くから研究が行われ，1984 年の史跡「奥山荘城館遺跡」の指定とその後
の調査，『中条町史』の刊行などを研究史抄としてまとめた。
　次いで，文献からみた奥山荘研究として，『中条町史』等によって城氏から三浦和田家の動向を
まとめ，奥山荘の村々，境界，政所条の所在検討，城館，信仰と寺社，その他の風景，「越後過去
名簿」からみた奥山荘といったテーマごとに概観し，現状をまとめた。
　そして考古学からみた奥山荘研究として，平成の約 30 年間に発掘調査された遺跡群について地
域ごとに総覧し，それらの意義付けを行った。特に奥山荘中条の中心地と目される政所条遺跡群に
ついての調査成果は，荘園の中心地の調査として注目される。また，中世石造物の分布等からの検
討も実施した。
　以上のとおり，一荘園の調査法として，文献と考古学を両輪として活用し，研究の現状をまとめ，
日本史における地域史研究の重要性について論述した。
　今後とも年々更新されていく考古学データを付加しつつ，地元からの情報発信を継続していく必
要がある。
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